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本研究では、1）ある在日米軍基地内の中等教育機関における日本語教育と多文化共生

の現状を示し、2）その教育機関に在籍する、または過去に在籍していた生徒とその保護

者らを対象に、日本語に対する個人の言語意識をケーススタディとして調査し、主に言語

習得と社会言語学の観点から分析・考察を試みることを目的とした。 

テーマ設定の背景として、2 点あげられる。まず 1 点目として、稿者がある在日米軍基

地内の中等教育機関において日本語クラスを担当するようになり、民族的・文化的・言語

的・教育的にも多様な背景の生徒を有する現場に直面したこと、そして米国での日本語教

育は学校教育で行われることが主流となっているが、日本語教育を現場の視点で概観する

報告がこれまであまりなかったこと、2 点目として、自分の意志で来日したとは限らない

生徒と保護者が「英語の島」から一歩外に出れば日本という環境において、日本語につい

て何を感じ、どのように評価し、日本語と向き合っているのかを明らかにすること、そし

てこれを本研究では「言語意識」として扱ったが、これまでの研究では方言や音声、アイ

デンティティとの関わりで論じるものが多く、また中長期的に滞日する人の日本語に対す

る言語意識の研究が見られなかったことである。 

1 つ目の目的に関しては、軍特有の用語一覧表を付して、1）米軍基地内中等教育機関

の性格、2）日本語教育を中心としたカリキュラムとスタンダード、3）使用教科書と履

修生徒を通して見る日本語教育の現場、の 3 種の資料を分析対象とした。2 つ目の目的に

関しては、本研究における「言語意識」を、真田（2005）の定義「言語や言語行動に対

するなんらかの評価的な反応」とし、高校生男女 2 名、卒業生男女 2 名、保護者 2 組 4

名の合計 8 名に対し、半構造化インタビューによる対面調査を実施した。高校生と卒業

生には、日本語に対する意識・クラス・学習を中心とした質問を、保護者には、言語意

識・子どもに対する言語管理・教育観を中心とした質問をした。インタビュー結果は佐藤

（2008）の「事例—コード・マトリックス」を援用し、質的分析を行った。 

高校生と卒業生 4 名という少人数にもかかわらず、彼らの言語意識には共通点がほと

んど見られず、多様性を示す結果となった。このような事例的な多様性の中で、個人の言

語意識が、それぞれが受けてきた教育環境と経験の違い、保護者の言語意識や言語に対す

る志向から影響を受け、個人と日本語との距離が決定づけられることが示唆された。特に

高校生の場合は、本人のもとからの嗜好はもちろんのこと、家族をはじめ知人などの身近

な人の存在、換言すればその人たちに対する〔憧れ〕に左右される傾向があることが確認

できた。 

今回の研究で得られた結果は、調査協力者を無作為に依頼したことによるが、稿者と

の繋がりにより結果的に偏った人選になったことや滞日期間の長短による影響の反省から、

選定基準を一定に保ち、定期的かつ中長期的に追跡調査をすること、個人の言語的経験の

蓄積や日本語学習の進捗状況との関わりに着目し、様々な感情に影響される言語意識にど

のような変化と要因が見られるか、縦断的に調査していくことが今後の課題である。個人

の言語意識をより深く把握するには、多くの視点を持ち多角的に捉えること、研究の質を

高めるためにも、質問項目の改善を図るなど、より客観性の高いデータを収集する工夫が

必要なのは言うまでもない。  
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